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資料３ 

汚染経路毎の汚染の実態について 

  

9月24日開催の第１回地下水汚染未然防止小委員会において提出した資料５において、平成20

年度末までに確認された汚染事例のうち、工場・事業場が汚染源因と推定された地下水汚染事

例が1,234事例あり、さらにそのうち汚染原因行為等の終了時期が平成元年度以降であるものが

252件あった。本資料においては、この252件の中で、漏洩場所と地下への浸透場所の関係が特

定又は推定された80箇所について概念図で示した。 

 

 

浸透場所名 漏洩と浸透との関係 合計箇所数 割合 

生産設備に

おける漏洩

場所直下で

の浸透 

①洗浄施設・設備から漏洩し直下で浸透 22 27.5% 

②めっき施設・設備から漏洩し、直下で浸透 5 6.3% 

③油水分離槽から漏洩し、直下で浸透 3 3.8% 

④その他の設備で漏洩し、直下に浸透 2 2.5% 

⑤めっき廃液回収装置から漏洩し、直下で浸透 1 1.3% 

小計 33 41.3% 

※割合は、漏洩場所と浸透場所の関係が特定又は推定された80箇所に対する割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洗浄あるいはめっき処理

された製品からの滴り 

 

・コンクリート床のひび割れ、亀裂等

から地中へ浸透（6事例） 

・土間等の浸透性のある床からの浸透

（6事例） 

・設備内の排水溝のひび割れ、亀裂等

からの地中への浸透（4事例） 

洗浄施設･設備あるいはめっき施設･設備から漏洩し、直下で浸透（①＋② 27事例） 

 

コンクリート床 

洗浄施設･設備あるいはめっき施設･設備 

油水分離槽 

 

配管部継ぎ目等

からの漏洩 

設備内の排水溝 

生産設備における漏洩・浸透のイメージ図 
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コンクリート床 

洗浄施設･設備あるいはめっき施設･設備 

油水分離槽 

 

油水分離槽から漏洩し、直下で浸透（③ 3事例） 

 配管部継ぎ目等

からの漏洩 
 

浸透原因は不明 

コンクリート床 

めっき施設･設備 その他の設備か

らの漏洩 

 

その他の設備、めっき液回収装置から漏洩し、直下で浸透（④＋⑤ 3事例） 

 

めっき液回収装

置からの漏洩 

 

浸透原因は不明 
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貯蔵設備・貯蔵場所における漏洩・浸透のイメージ図 

コンクリート床 

コンクリート床 

コンクリート床のひび割れ、

亀裂等から地中へ浸透 

（1事例） 

  

 

貯蔵設備・貯蔵場所（廃棄物）で漏洩し、その場で浸透（① 7事例） 

容器の亀裂、こぼれ等による漏洩 

表面被覆してない地表から

地中へ浸透（2事例） 

 

 

  

貯蔵設備・貯蔵場所（原料等、油）で漏洩し、

その場で浸透（②＋③ 5事例） 

エア弁から漏洩し、コン

クリート床のひび割れ、

亀裂等から地中へ浸透

（１事例） 

野積み 

地下配管の継ぎ目等か

ら漏洩し、地中へ浸透 

  
 

 

 

浸透場所名 漏洩と浸透との関係 合計箇所数 割合 

貯蔵設備・

貯蔵場所で

の浸透 

①貯蔵設備・貯蔵場所（廃棄物）で漏洩し、そ

の場で浸透 
7 8.8% 

②貯蔵設備・貯蔵場所（原料等）で漏洩し、そ

の場で浸透 
3 3.8% 

③貯蔵設備・貯蔵場所（油）で漏洩し、その場

で浸透 
2 2.5% 

小計 12 15.0% 

※割合は、漏洩場所と浸透場所の関係が特定又は推定された80箇所に対する割合である。 
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地下タンク・地下配管における漏洩・浸透のイメージ図 

 

 

地下配管の継ぎ目等から漏洩し、地

中へ浸透（8事例） 

地下タンクの腐食部分、亀裂等から漏

洩し、地中へ浸透（10事例） 

地下配管（ガソリン、廃液、廃油）から漏洩し、そのまま浸透（②+③+④ 9事例） 

地下タンクから漏洩し、そのまま浸透（① 12事例） 

 

 

浸透場所名 漏洩と浸透との関係 合計箇所数 割合 

地下タンク

からの浸透 
①地下タンクから漏洩し、浸透 12 15.0% 

地下配管か

らの浸透 

②地下配管（ガソリン）から漏洩し、浸透 5 6.3% 

③地下配管（廃液）から漏洩し、浸透 3 3.8% 

④地下配管（廃油）から漏洩し、浸透 1 1.3% 

小計 9 11.3% 

※割合は、漏洩場所と浸透場所の関係が特定又は推定された80箇所に対する割合である。 
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浸透場所名 漏洩と浸透との関係 合計箇所数 割合 

排水系統で

の浸透 

①敷地内排水系統（排水管、排水溝）から浸透 10 12.5% 

②排水処理施設（排水貯留設備、沈降槽）から

浸透 
2 2.5% 

③敷地外排水路から浸透 1 1.3% 

小計 13 16.3% 

※割合は、漏洩場所と浸透場所の関係が特定又は推定された80箇所に対する割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水系統における漏洩・浸透のイメージ図 

洗浄施設･設備、めっき施設･設備等の生産設備で漏洩し、直下で浸透せずに、排水

ピット、排水溝のひび割れ、亀裂等から漏洩し、地中に浸透（① 10事例） 

 

コンクリート床 

油水分離槽 

排水ピット、排水溝は屋

内あるいは屋外にある 

生産設備で漏洩 

 

 
 

 

 

排水ピット、排水溝のひび割れ、亀裂

等から地中へ浸透（5事例） 

洗浄設備等 

敷地内 
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排水貯留設備、沈降槽のひび割れ、亀裂

等から地中へ浸透（1事例） 

排水処理施設（排水貯留設備、沈降槽）から浸透（② 2事例） 

敷地境界 

沈降槽 

排水貯留設備 

排水溝 

 

敷地境界 

沈降槽 

排水貯留設備 

浸透原因は不明 

敷地外排水溝から浸透（③ 1事例） 
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屋外作業場所における漏洩・浸透のイメージ図 

表面被覆していない地表面から地中へ浸透（1事例） 

 

 

移し替え時のこぼれ等による漏洩（① 1事例） 

 

 

 

浸透場所名 漏洩と浸透との関係 合計箇所数 割合 

屋外作業場

での浸透 
①屋外作業場で漏洩し、その直下で浸透 1 1.3% 

※割合は、漏洩場所と浸透場所の関係が特定又は推定された80箇所に対する割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


